
特定非営利活動法人 あい・ぽーとステーションについて 

 

Ⅰ 法人の活動趣旨および活動内容 

2004年 8月に法人化し、港区南青山を拠点として、子育てひろば「あい・ぽーと」

を運営し、地域の子育て家庭に対する多様な子育て家族支援を提供しています。 

同時に、地域で活動する「子育て・家族支援者」の養成、全国の子育て支援組織の

運営強化のための研修の開催など、人材養成にも注力しています。 

また、子育て支援関連の情報提供や調査・研究、子育て支援を核とした行政と企業のパ

ートナーシップの確立をめざしています。 

 

具体的な事業の柱 

１．子育てひろば「あい・ぽーと」施設内での子育て家庭への支援 

地域の親子が楽しく集い、子育ての苦楽を分かちあいながら、子育て・子育ちの充 

実感を味わえる空間と機会を提供する活動を通して、老若男女共同参画で地域の育 

児力の向上をめざしています。具体的には以下の事業を港区青山と千代田区麹町に

て開催しています。 

 

1)つどいの広場事業（対象：未就学児と親）：月～土曜 10：00～16：30 

 定例プログラム、イベント・行事       

2)理由を問わない一時保育事業：年中無休（年末年始を除く）7：30～21：00 

対象：生後 2ヵ月～小学生（麹町は未就学児まで） 

3)相談事業（対象：親） 

   ①ふれあい相談（ひろばで気軽に）  

   ②利用者支援事業（身体計測、成長記録）での相談  

   ③赤ちゃんタイム等での相談  

4)各種講座及びプログラム開催事業（対象：親子または親のみ） 

   ①各種講座（子育てや趣味の講座・食育を含むくらしの講座等） 

②プログラム（よみきかせこもれび、コーラスタイム、お誕生会等） 

5)文化・芸術提供事業 

   ①青山のキッズ交流ガーデン（恵泉女学園大学との協働。家族向け有機園芸） 

②定例プログラムやイベントでの音楽、造形・バレエなど芸術に関する内容 

③館内の雰囲気づくりにおける文化・芸術への配慮 

   ④夏休みのキッズジャンボリー（＠東京フォーラム）への参加 

住友生命保険相互会社助成事業 

２．子育て・家族支援者養成事業 

老若男女共同参画による地域の育児力向上を目指して、地域で活動する「子育て・ 

家族支援者」の養成と各地の実情に合わせた支援活動の展開。 

１）養成講座 

港区・千代田区・高浜市等において、各自治体の要請に応じた子育て・家族支援

者（子育て支援員）養成講座を実施。 

  

２）バックアップ研修 

認定後に毎月バックアップ研修を実施し、支援者の支援力の維持向上を図ると

共に、ニューズレターを発行し、各地の子育て・家族支援者と行政・企業等と



の連携を深めています。 

 

３．派遣型（訪問型）一時保育事業（港区・千代田区からの委託事業） 

  地域の子育て家庭のニーズに柔軟かつ細やかに対応し、区民が相互に支え合う 

活動に寄与することを目的として、子育て・家族支援者が活動。 

   

４．千代田家庭的保育室小さな家事業 （千代田区からの委託事業） 

児童福祉法で定める家庭的保育のガイドラインに沿った保育室として、2012年

11月に開所し、現在は下記の施設を運営しています。定員は下記の通り。 

飯田橋：５名             東神田：５名 

麹町小規模保育室：１０名 

千代田区とあい・ぽーとが実施している研修を受けた家庭的保育者が、少人数

の乳児・幼児を家庭的な雰囲気の中で保育することによって、多様な保育のニ

ーズにお応えし、地域の育児力向上を目指しています。 

 

５．住友生命からの助成事業 

１）住友生命 100周年記念事業「未来を築く子育てプロジェクト」助成事業 

「全国自治体職員研修」 

全国の基礎自治体の子育て支援担当者を対象に、子育て支援に関する施策の 

理解を深め、自治体の特性に応じた子育て支援の展開に資するための講座を 

企画開催。2008年度より 5年間継続。 

 

２）住友生命「未来を強くする子育てプロジェクト」助成事業 

「子育て・まちづくり支援プロデューサー」プロジェクト 

日本社会は少子高齢社会が急速に進み、経済成長や社会保障の持続可能性に大

きな懸念がもたれています。しかし、少子高齢社会はこれまでと違った発想で、

人々の暮らしや地域を豊かにする可能性も秘めているといえます。 

本事業は、その一つとして定年後の男性（主に団塊世代）の経験とキャリアを

地域に活用しようとするものです。企業人としての視点と発想は、従来、とも

すると女性と子どもから成り立ってきた地域の中に、新たな息吹を吹き込んで

くれる可能性が大きいと考えられます。また、シニア男性にとっても、子ども・

子育て支援に自身のキャリアや人生経験を活かすことができれば、新たな生き

がいとなることと思われます。 

社会人・企業人・職業人として培ってきた豊かな経験を、“子育て支援”を核

とした「まちづくり」に生かし、地域の子育て家庭のための新たな活動に繋げ

ていくことを目指した事業です。 

 

６．子育て支援関連の情報提供・収集 

子育て関連情報を提供し、利用者及び全国の子育て支援者等との連携を図る。 

1)ひだまり通信（毎月発行情報紙） 

2)ホームページ（随時更新） 

3)港区子育て支援情報の掲示と問い合わせへの対応、情報提供 

4)図書ルーム「こもれび」の開設（月～土・午後１－4時） 

5)全国の子育て関連情報の収集 



 

７．子育てネットワーク事業 

    全国の子育て支援関係者および企業等との交流・連携を推進して、子育て支援・ 

次世代育成活動の拠点となることを目指す 

1）視察・見学者受け入れ 

天皇皇后両陛下のほか、国の子育て支援担当大臣・全国各地の行政担当者・

ＮＰＯ・子育て支援者・学生等から、視察・見学をいただいています。 

2）多目的ホール、交流サロンの活用促進（研究会や打ち合わせ等に利用） 

 

 

 

 Ⅱ 理事・監事（2020年 7月 1日 現在・五十音順） 

代表理事 大日向 雅美(子育てひろば｢あい・ぽーと｣施設長、恵泉女学園大学 学長） 

代表理事 新 澤 誠 治 

理 事   榊 原  洋 一（お茶の水女子大学大学名誉教授） 

理 事    汐 見 稔 幸（東京大学 名誉教授） 

理 事    鈴 木 悠 二（クレディ・スイス証券株式会社 監査役） 

理 事  堤   桂 子（元 NHKプロデューサー） 

理 事    遠 山 洋 一（バオバブ保育園ちいさな家 園長） 

理 事    中山 洋司 （恵泉女学園 学園長） 

理 事    池 田 由 記（本法人事務局長） 

監 事    松 村 正 一（税理士法人グラシア 代表社員  税理士・公認会計士） 

監 事    大 前 由 子（弁護士法人瓜生・糸賀法律事務所 弁護士） 

 

Ⅲ 所在地 

法人事務所  〒106-0031東京都港区西麻布 2-24-25-509 

TEL：０３－６６５７－８５３９ FAX：０３－３４９９－８５３９ 

          Email：station @ai-port.jp 

子育てひろばあい・ぽーと 

〒107-0062東京都港区南青山２－２５－１ 

          電話：０３－５７８６－３２５０ FAX：０３－５７８６－３２５６ 

          Email：info@ai-port.jp 
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当法人の会員としてぜひご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜正会員＞   個人・年会費    １０，０００円 

        団体・年会費    ２０，０００円 

＜賛助会員＞  個人・年会費     ２，０００円（一口） 

        団体／企業・年会費 １０，０００円（一口） 

＊ 正会員は、総会での議決権を持ちます。 

 

入会手続きについて 

 入会申込書：郵送又 FAX にてご提出ください。 

 お支払方法：下記の口座にお振込み下さい。  

郵便口座：１０１９０－９０４３０４３１ 

       

 特定非営利活動法人あい・ぽーとステーション 

〒１０７－００６２  

港区南青山２－２５－１ 

         電話：０３－５７８６－３２５０ 

         FAX：０３－５７８６－３２５６ 

         Email：station@ai-port.jp     

NPO法人あい・ぽーとステーション  設立趣意書 

 

近年、子育て支援の必要性が認められ、社会的関心が高まりを見せていますが、その背

景には社会的条件の変動が大きく、子育てをめぐる困難現象が深刻化しています。しかし

ながら、親や子どもにとって真に必要な支援とは何かについては、模索状態にあるという

のが現状です。子育てをめぐる事態を打開するためには、親と子の実態に即した有効な支

援を確立し、地域に根ざした形で展開することが求められています。 

子育て支援として今、最も求められているものは、子どもが安心して健やかに育つ権利

と環境の保障“子育ち支援”であり、同時に親が子どもと共にあることに喜びを見出し、

親として育っていける“親育ち支援“です。そのためには、従来の性別役割分業を脱し、

男女が共に育児に関われる社会の構築が求められています。とりわけ閉塞的状況で育児に

孤軍奮闘している母親がひとりの人間として自立し、育児中であっても社会参画が可能と

なる支援が重要です。同時にすべての人が、親と子を温かく見守り、支援の手を差し伸べ

ることも欠かせません。親や家庭が直面している問題が複雑化し、解決方法を見出すこと

が難しい状況にあって、地域の人々が支援力を向上させることで“地域の育児力”の回復

を図ることが緊急課題です。 

この法人の構成員は子育て支援活動の実践者ならびに研究者から成り、子育て支援のあ

り方について先駆的な取り組みを積み重ねてきました。その力を結集して現代の子育てを

めぐる困難現象の解決に資すべく、子育て支援を必要とするすべての親と子に対する支援

活動を展開し、かつ、子育て支援者のための情報や活動モデルの提供を行い、人材育成に

努めます。 

私たちの活動が親と子を見守り、必要な人に必要な支援を的確に届けられる体制の構築

に寄与し、「子どもが安心して育つことができるまち」「親が人間らしく生きられるまち」、

そして「すべての人が子どもとともにある暮らしの豊かさを享受できる社会」の構築につ

ながることを願っています。そのためにさまざまな立場の実践者と研究者、ならびに地域

の支援者が集い連携することが不可欠であると考え、ここに特定非営利活動法人あい・ぽ

ーとステーションを設立いたします。 
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